
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２三 自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書く

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 
 〔第１学年〕 知識及び技能 （２）情報の扱い方に関する事項 
   イ 比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出典の示し方について理解を

深め、それらを使うこと。≪情報の整理≫ 
 
■正答（の条件）及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 
（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【農林水産省のウェブページにある資料の一部】から適
切な情報を抜き出して 書いている。  

② 引用する部分をかぎかっこ（「 」）でくくって書いてい
る。 

③ 「例えば，」に適切に続くように書いている。 

４４.２％ ４８.１％ ７.７％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

・ 引用した部分を「  」でくくることがで

きていない。 

・ 「  」でくくった部分が資料から、改変

されている。 

・ 引用の仕方を理解できていない。 

・ もとの文章を変えず、正確に抜き出すこと

やかぎかっこでくくること等の意味を理解

できていない。 

 



 内容の系統と指導のポイント 

中学校第１学年 

目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、 
まとめて書かせる 小学校第５・６学年 

文章の内容に応じて、根拠を明確にして自分の考えを書かせる 

自分の考えが読み手に効果的に伝わるように説明や具体例を

加えて書かせる 

 
中学校第２学年 

平成２５年度全国学力・学習状況調査 Ｂ問題 
２三 本文を引用し、自分の感じたことや考えたことを書く。 

 〈正答〉 

「今の社会は忙しく、健康管理が難しいので『常に栄養のバ

ランスがたもたれ』た生活はうらやましい」等、引用した本文

についての考えを根拠を明確にして書いている。 

    正答率６５．７％  誤答率２３．７％  無答率１０．６％ 

〔第１学年〕B 書くこと  
ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になる
ように工夫すること 

令和２年度全国学力・学習状況調査 （中学校） 
３ 【創作している俳句】の   に入れる言葉を【言葉の候補】

から選び、どのような心情が表現できるかを【辞典の記述】
の意味もとに書く。 

 〈正答〉 
「『ほろほろ』にだけ『音もなく』という意味があり、卒業式

の厳かな雰囲気の中で静かに涙を流す様子を表現できると思っ
たからだ」等、辞典の記述を根拠に自分の考えを書いている。 

   正答率－％  誤答率－％  無答率－％（実施なし） 
 

 

 
 

正答率８０．５％   誤答率１９．２％  無答率０．３％ 

〔第２学年〕B 書くこと  
ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効
果を考えて接写したりするなど、自分の考えが伝わる文章に
なるように工夫すること。 

 

 
① 根拠となる事例や知見を適切に引用するなどして自分の考えが伝わる文章が書けるよう、新聞に

意見文を投書する活動を設定し、意見文の下書きを作成させる。 

② 意見文の下書きを個人で作成した後、根拠となる引用に着目してグループで読み合い、引用の正

確さや考えを支えるために必要な情報が引用されているかを検討させる。 

③ グループで検討した内容を基に、意見文を完成させる。 

本設問の活用の手順 

平成３１年度全国学力・学習状況調査 （小学校） 

１三 【３ 調査の結果をもとに考えたこと】の    に、【２ 調

査の内容と結果】で分かったことを条件に合わせて書く。 

〈正答〉 

書き出しの言葉に続けて、公衆電話は「けいたい電話を使うこ

とができないとき」、「きん急のとき」にも使うことができること

を理由に取り上げ、敬体で書いている。 

   正答率５６．３％  誤答率４１．１％  無答率２．６％ 

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと 
ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすると
ともに、事実と感想、意見とを区別して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。 

 


